
共同研究
事例Ⅵ

2014年度　環境技術産学公民連携公募型共同研究事業

　環境保全など地域社会の課題を解くための鍵として地域コミュニティの重要性が指摘されていま
す。しかし、現代の地域コミュニティでは住民相互のコミュニケーションが活性化されているとは

いいがたい現状です。 
　国際大学グローバル・コミュニケーション・センター（東京都港区）と川崎市は、「環境」を主要な切り口と
して、川崎市の過去と現在との比較を素材としながら地域社会におけるコミュニケーションの活性化促進の効果
的な方法やプロセスの確立を目指し、2014年から研究を始めました。2014年度は、素材となる社会的リ
ソースの収集・整理と社会的リソースの地域活用について検討しました。
　収集したリソースをコミュニケーションツールとなるコンテンツに取りまとめ、ワークショップ等を通じて環
境情報や写真データを用いたコミュニケーション活性化支援につながるよう取組を進めています。
　今後、この研究を通じて、環境情報や写真データといった社会的リソースを活用し、地域コミュニティの活性
化が促進されることが期待されます。　

概要

対象分野

地域コミュニケーションに係る知見
ワークショップ等に係る手法やノウハウ

プロモーションやオープンデータの活用手法

環境に係る過去から現在までの情報
川崎市の過去の写真・映像等の資料
市関係部署や市民団体等との連絡調整

川崎市の持つ資源 国際大学グローバル・
コミュニケーション・センターの持つ資源

環境情報・写真データを用いた
コミュニティ活性化支援に関する共同研究

　川崎市の図書館や環境総合研究所が保有する環境情報や写真・映像
データを収集・整理し、ワークショップ等で利用できる映像として取り
まとめを行いました。

　環境情報・写真データを用いたコミュニティ活性化支援の
認知度を向上させるため、イベント及び展示会への出展を行
いました。

過去の写真を収集・整理

ワークショップ等で利用できる
写真・映像ツールを作成

学校法人国際大学　国際大学グローバル・コミュニケーション・センター（GLOCOM）

インターナショナル・オープン・データ・デイ
川崎国際環境技術展

2014年度 環境情報・写真データの収集・整理

循環型社会の構築 自然共生型社会の構築低炭素社会の構築 安心・安全で質の高い社会の構築

　映像の連続視聴とそれに基づく対話（ウォッチソン）を実
施し、過去の映像が川崎市の環境問題と歴史への理解を深
めることに効果的であることを検証しました。

ウォッチソン

環境情報・写真データを用いたコミュニティ活性化
ワークショップをモデルとして実施

環境情報・写真データを用いたコミュニティ活性化支援に関する共同研究
～川崎タイム・マシン～「環境」×「川崎の過去・現在」を対話する

　フェーズドアレイ気象レーダで観測されたレーダデータと地上付
近を観測した国交省MPレーダのレーダデータとの比較行い、豪雨の
事前検知の観点から相関の程度を検証しました。

フェーズドアレイ気象レーダの観測データの解析

共同研究
事例Ⅴ

2014年度　環境技術産学公民連携公募型共同研究事業

　近年、地球温暖化を始めとした地球規模での気候変動が問題となりつつあります。中でも、突発
的に局所的な大雨が降るゲリラ豪雨は年々増加しており、ゲリラ豪雨を事前に検知する技術の開発

が急がれます。
　株式会社東芝（川崎市幸区）と川崎市は、東芝・大阪大学・情報通信研究機構が共同で開発したフェーズドア
レイ気象レーダのゲリラ豪雨等への有効性を検証するため、2014年度から、気候変動適応策の現状の把握と
行政上の課題を整理し、フェーズドアレイ気象レーダの有効活用の可能性を検討しました。
　フェーズドアレイ気象レーダは上空の雨雲を察知することができるのが最大の特徴で、従来型のレーダである
MPレーダよりも高速・高精度で積乱雲の発生等を検知し、ゲリラ豪雨等の発生を事前に予期する技術として期
待されます。この共同研究を通じて、豪雨の事前発生検知の有効性等を確認し、データの利用方法を検討してい
きます。
　今後、フェーズドアレイ気象レーダの研究が進むことで、これまでは事前の検知が困難であったゲリラ豪雨の
事前の検知が可能となり、気候変動適応策がより充実していくことが期待されます。

概要

対象分野

フェーズドアレイ気象レーダに係る知見
観測データの解析技術

防災や下水道運用等のノウハウ
気候変動適応策に係る知見
市関係部署との連絡調整

川崎市の持つ資源 株式会社東芝
の持つ資源

気候変動適応策等へのフェーズドアレイ
気象レーダ活用に向けた研究

川崎市の危機管理や下水道等の部署に聞き取り調査を実施し、川崎市
における気候変動適応策の情報を収集し、整理しました。

フェーズドアレイ気象レーダが局地的に急発
達する積乱雲を３次元に観測した様子

フェーズドアレイ気象レーダの特徴 （従来レーダとの比較）

循環型社会の構築 自然共生型社会の構築

株式会社東芝

2014年度 気候変動適応策等へのフェーズドアレイ気象レーダ活用に向けた研究

気候変動適応策等へのフェーズドアレイ
気象レーダ活用に向けた研究

　気候変動適応策の概念及び応用可能な技術について、
有識者への聞き取り調査等により、情報の収集・整理を
行いました。

気候変動適応策の概念及び応用可能な技術の整理

　市民生活に影響のある事象への対応、関連する既存対策のより
一層の充実・強化、追加的に実施すべき施策などの検討に要する
ヒントの抽出等を行いました。

フェーズドアレイ気象レーダの観測データの活用方法に関する検討

低炭素社会の構築 安心・安全で質の高い社会の構築


